
「間宮みき春のつどい」を開催 

「間宮みき春のつどい」を３月２１日に開催し、６０名を超

える方々にお越しいただき、好評でした。 

フリールポライターの飯島裕子さんによる講演「誰もが生

きづらさを感じない社会へ～身近な貧困について考えよう」

に続き、間宮みきが市政報告を行いました。その中で、地域

センターを管理する指定管理者が、協定にあった入浴施設の

ボイラー点検等を２０１７年度に行っていなかったにもかか

わらず、昨年１２月に指定管理者から報告されるまで、市は

気づくことが出来なかったこと、そして市民との情報共有の

必要性を訴え、公表するよう３月議会で市に求めたが、ボイラー点検が法定の保守点検で

はなかったことなどを理由に重大な瑕疵には当たらないとして、市が公表しない決定をし

たことなどを報告しました。 

私は市民が主体のまちづくりのためには、情報共有が不可欠であり、市民に開かれた市

政運営をこれからも市に求めていきたいと考えています。 

間宮みきに、みなさんの声をどうぞお寄せください。 
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学童保育の延長保育は、保育の質を維持して実施せよ 

市長は学童保育について、１９時まで延長保育を実施する方針を表明しました。そして事業の継続性を

確保するために、２０１９年度に学童保育事業への民間活力の導入に向けた対応について整理するよう 

指示をだしたと述べました。しかし、昨年１０月から１１月にかけて市が行った「東久留米市子ども子育

て支援ニーズ調査」の結果では、「１９時まで延長保育が必要である」という回答は必ずしも多くはあり

ませんでした。私は『民間委託ありき』で進めるのではなく、アンケート結果や現場の児童支援員の方々

の意見を基に「子ども・子育て会議」で何時まで延長保育が必要なのかなどを議論していただき、実態に

即した延長保育を実施するよう求めました。また、「東久留米市放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例 第５条２」には、最低基準を理由として設備や運営の質を低下させてはなら

ないとあります。仮に民間に委託した場合も、児童支援員の資格要件や配置人数などに関し、現在、市が

行っているレベルより下がることが無いよう求めました。 

指定管理者導入後、中央図書館２階参考図書室は市が直接運営することを確認 

 ２０１７年１月に出された「今後の東久留米市立図書館の運営方針」では、新たな図書館運営に向けた

業務の精査や組織体制の詳細は、教育委員会事務局内で検証するとされていましたが、現在に至っても具

体的なことが示されていません。３月議会、市が直接行うとしている、地域資料・行政資料、ハンディキ

ャップサービスなどの直接的な図書サービス業務について、同じ図書館内で、指定管理者の業務とどのよ

うに区分けして事業運営をするのか見解を質しました。 
これに対し「指定管理者導入後、市が担う業務については、参考図書室で図書館専門員が運営していく

ことで、指定管理者との区分けが可能であると考えている」との答弁でした。 

再見積もりを行い、議論の機会を保障せよ 

中央図書館への指定管理者導入の大きな理由は運営経

費の削減でした。しかし、運営方針の中で示された見積

では、業務委託の拡大方式と所要経費はほぼ同額でした。

他市の状況や我が市の地区館の状況などから、財政的効

果を生み出すことは難しいと私は考えています。 

早期に再見積もりを行い、経費試算を示すべきと議会

で求めましたが、教育長からは「現時点において、改め

て見積もり等を行う想定はしていない」との見解でした。

しかし、２０２０年度には指定管理者の公募や選定が行

われます。それに向けて当然に再見積もりが必要となる

はずです。財政的効果が十分にあるのかどうか、議会で

もきちんと論じる必要があります。再度見積もりを取り、

議会に対しても公表することを今後も求めていきます。 

 

「市長座談会で 

市政５０周年に向けたテーマを！」 

２０１８年度の市長座談会でも、 

会議録の公開を行わなかったため、 

市長だけが市民の皆様の意見を聞き

おくのではなく、座談会の内容を公表

し、参加されなかった市民のみなさん

とも情報共有をするよう求めました。

また２０１９年度は、２０２０年に

迎える市制５０周年に向けたテーマ

を選び、若者や子どもたちの参加も促

してはいかがかと提案しました。 


